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　  アカデミズムの世紀――フランス公式絵画再訪

　  島根県立美術館・開館10周年記念『フランス絵画の19世紀』

　  に寄せて (2)

　  

　　

 あいだのすみっこ不定期漫遊連載　第67回　

稲賀  繁美
（いなが しげみ／国際日本文化研究センター，

　　　　　　　　 総合研究大学院大学）

　３　寓意の変貌と裸体画の蹉跌

　19世紀も半ばを迎えると，写実主義と呼

ばれる傾向が顕著となる。その様子は，

1850年の国立美術学校ローマ賞受賞作と

なったポール・ボードリー (Paul Baudry 1828-

1886)の《アラクス河畔で牧人たちに発見さ

れるゼノビア》(1850) にも如実に刻印されて

いる。意表を突く出題に梃子摺って，制作

時間が足りなくなったためか，背景の人物

などは十分には描きこまれておらず，一部

未完成といってよい作品であるが，画面の

印象は，歴史に題材をとりながらも，それ

以前の受賞作とは一変している。筆触の効

果を意図的に画面に残す制作法や，リベラ

などスペイン派の流儀を汲んで，褐色を多

用しつつ陰影を強調する画面構成，さらに

画布中央に照明を絞り，周囲を意図的に暈

す焦点法と，登場人物たちの腕の連鎖が作

る斜線によって，明暗の効果を助けるX字

の構図など，必ずしも画家個人の創意には

帰することのできない工夫が随所に見られ

る。美術学校の教育方針において，なんら

かの変化が兆していた。その時代の兆候が，

この受賞作にも露呈している。

　とはいえ，写実的な描写法の流行は，作

品に寓意的な教訓を盛り込むことを妨げは

しない。この直前，1847年のサロンに，縦

4.66メートル，横7.75メートルの超大作

《頽廃期のローマ人》を出品して話題をとっ

たトマ・クチュール (Thomas Couture 1815-1879)

には，それに先立つ時期の作品として《黄

金への欲望》(1844) があり，第二帝政期の

後期にあたる1866年には《ダモクレス》に

至る展開を見せる。守銭奴の胸中の不安を

寓意的に描いた前者。黄金を所持しながら

鎖に身を繋がれた囚われの詩人を描いた後

者。そこには世俗の富にたいする画家の一

貫した不信感がさまざまに変奏され，世相

への批判として息づいている様を想定でき

よう。

　1858年に《アベルの死体を見つけるアダ

ムとエヴァ》でローマ賞を受賞したジャン=

ジャック・エンネル (Jean-Jacques Henner 

1829-1905) の場合，闇のなかに裸体が半ば

溶け込むような，特異な陰影表現が，この

段階ですでに異彩を放っている。こののち

画家は宗教画の主題を離れ，70年代末には

《牧歌》(ca.1879) のように，もはや特定の

主題には囚われない，静謐な詩的情緒に傾

いてゆく。真珠のような光沢を放つ裸体が，

輪郭も朧に浮かび上がる。これといった特

定の物語的下敷きもない作品でありながら，

幅300センチ，高さ160センチという巨大な

寸法を取る《牧歌》は，黄昏の暗い風景描
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写や，人物の憂愁も含め，当時の絵画伝統

のなかでは極めて特異な例といってよい。

どの流派とも無縁の個人的塗装技法の追求

が，美術アカデミー会員の名声に結びつい

た稀有の経歴を，ここに見たい。

　このように若干の作品を見るだけでも，

1848年の二月革命以降，第二帝政期さらに

は1871年からの第三共和制初期に至るまで

の時期に，絵画表現の規範が，主題と技法

との両者にわたって大きな動揺を見せ始め

ていた様子が窺われる。そのなかで象徴的

な出来事が1863年に発生する。一方ではそ

れまで美術アカデミーに一任されていたロ

ーマ賞や美術学校の運営が，これ以降，実

質的に国家の管理下に置かれることとなる。

また同年，官展サロンの峻厳な入選審査を

不服とした画家たちの訴えに皇帝ナポレオ

ンⅢ世が応えることで，いわゆる落選者展

が開催された。この1863年のパリ美術界を

復元展示する企画が実現されれば，まこと

に興味津々というところだが，本展は，こ

の点でもひとつ大きな成果を収めている。

　というのもﾑこれが三つ目の眼目だがﾑ

1863年のサロンに出品されて話題を浚った

三点の巨大な裸婦像が，今回松江で，146年

ぶりに揃って並陳されたからだ。63年のサ

ロンにはアングルの弟子，アモリー=デュ

ヴァル (Amaury-Duval 1808-1885) の《ヴィー

ナスの誕生》(1862, リール美術館)，先述の

ポール・ボードリーによる《真珠と波》(1862,

プラド美術館)，さらにボードリーと1850年

のローマ賞を競ったアルクサンドル・カバ

ネル (Alexandre Cabanel 1823-1889) の《ヴィー

ナスの誕生》が並んで展示された。今回

展示されたカバネルの作品 (ca.1864, ニュー

ヨーク，ダヘッシュ美術館) は，パリのオルセー

美術館所蔵のサロン出品作のレプリカだが，

カバネル自身が筆を加えて署名を施し，

1870年には北米，フィラデルフィアで売却

された，という由緒ある来歴を誇る。リー

ル，マドリッドそしてニューヨークに散ら

ばっているこれら三点の作品を一堂に集め

るだけでも，並大抵の手間ではない。それ

が企画者たちのどれほどまでの熱意と努力

の賜物であったか，またそこにどこまで舞

台裏の苦労があったかも推測できよう，と

いうものだ。

　このヴィーナス三点揃い踏みには，さま

ざまな価値が認められよう。とりわけ1863

年といえば，西欧近代絵画史上，落選者展

出品のエドゥアール・マネ (ƒdouard Manet
1832-1883)《草上の昼食》(1862) が「スキャ

ンダル」を招いたことで，特筆大書されて

きた。実際には，これがどこまで史実だっ

たと言えるのかについては，重大な疑義な

しとしない。この一件については拙著『絵

画の黄昏』で詳述したので，ここでは省略

しよう。ただ，図録の序文で三浦篤氏もガ

エタン・ピコンの著書『1863年　近代絵画

の誕生』に拠りつつ正当に追認するとおり，

1863年当時には，この年の落選者展が，そ

の後構築される「近代絵画史」なる物語の

うえで，決定的な分岐点をなすことになろ

うなどとは，同時代人たちはまだほとんど

認識していなかった，ということだけは確

認しておこう。その同じ年にサロンに揃っ

て堂々と入選し好評を博した裸婦群はいか
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